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要旨 

近年、中国の大学における日本語学習は非常に盛んになり、中国の日本語教育機関数、

日本語を専攻とする学習者の数が毎年増加する傾向にある。中国の大学における日本語教

育は、実際の言語運用能力の育成を目標として重視はされているが、しかし多くの先行研

究から、日本語を専攻としている学習者は言語知識を習得しているが、実際の運用があま

りできないという問題を抱えている。中国の大学における会話の授業はコミュニケーショ

ン能力を養成するため、重要な役割を果たしていると考えられる。稿者は中国の大学にお

ける日本語専攻と日本の日本語学校での学習経験を持つ。そして、中国の大学における会

話授業がどのように進められているのか、改めて明らかにしたいと考えた。また日本語学

校の先生の教え方にも寄与できる面もあるのではないかと考えたことが本研究に取り組ん

だきっかけである。 

 本研究は主に中国の R 大学の 85 名の学習者を対象にアンケート調査を実施した。また、

中国の R 大学の日本語教師 4 名と、日本語の会話や日本語の教育に関わるインタビュー調

査を行った。そのほかに、日本の I 日本語学校の学習者 38 名にアンケート調査を行い、そ

の I 日本語学校の教師 5 名にインタビュー調査を実施した。学習者のニーズや要望と日本

語教師の意見を解明し、初級会話授業を改善するための授業案を提案する。 

 調査の結果と会話の授業への提案は以下のようにまとめられる。 

 アンケート調査から、中国の R 大学の初級会話の授業では、日本の I 日本語学校より、

授業で話す機会が少なく、教師が多くの文法、表現などを教える状況が浮かび上がる。学

習者がなごやかな雰囲気で勉強することを工夫するだけでなく、教師は学習者の関心や興

味を引き付けるための教室活動や授業の内容をより一層工夫すべきだということが分かっ

た。 

 インタビューの分析は佐藤(2008)を参考にした。インタビュー調査の結果から、中国の

大学において、教師は主導権を握り、授業を進めていることが分かった。そのため、教師

はより一層学習者のニーズを把握し、問題を改善しようと努力することが今後の日本語教

育の課題となっていることが分かった。そこで、今後の改善点として、まず第一に、学習

者の興味を喚起するため、多様な生教材や視聴覚メディア教材を取り入れるべきだと考え

る。また第二に、文法やモデル会話の暗記と実際の運用をつなげるには、実際の場面を設

定し、ロールプレイやディスカッションやゲームなどの自由度が高い教室活動を重視すべ

きだと感じた。さらに三番目として、初級の学習者向けの会話の授業において、教師は適

切な用語や言語を用い、簡潔に分かりやすく話すことに重点を置くことを挙げる。 

 アンケート調査の結果とインタビュー調査の結果を踏まえて、初級の学習者向けの会話

の授業において、実際の授業で扱う教室活動を検討し、改善案を提案した。まず、「初級会

話の授業目標」、「改善すべき点」「取り扱う活動」という 3 つの視点を考えた。調査結果に

基づいて、初級前半のクラスにおいて、ある特定の話題に沿って 1 分間スピーチのような

プレゼンテーションをする教室活動を取り入れるのも面白いと考えた。初級後半のクラス

では、ペアでロールプレイをするなど、会話練習をする教室活動をより多く取り入れるべ

きだと考える。さらに、調査の結果を踏まえ、学習者と日本語教師が望む会話の授業では、

「話す機会を増やす」、「生教材の使用」、「実際の運用」という点を考えるべきで、協力教

師の教育経験を基に、初級の前半と初級の後半の改善案を提案した。 



 

 本研究では、初級前半と初級後半の授業案を 1 つずつ提案したが、今後、稿者としては

教育現場で実践を積みながら、試行錯誤を繰り返しながら、修正を加え改善していくこと

になるであろう。また、授業時間には制限があるため、授業外と授業内の支援をどのよう

に連携させていくのかを今後の課題としたい。 
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